
大学名 熊本大学文学部コミュニケーション情報学科
第55号テーマ
「大学と文化・芸術」

表題 「今ある文化」をテーマとする新しい学問「現代文化資源学」

２０１９年４月、文学部コミュニケーション情報学科に「現代文化資源学コース」を新設しました。
〝今ある有形・無形の文化〟を対象に、「いまの日本」のマンガやアニメ、ポップミュージック、
演劇、方言を収集・記録。文化資源として分析整理し、次世代に継承していく方法を研究します。
そして、研究成果を国内外に発信していきます。

例えば「言葉」。危機に瀕した言
語・方言も、映像や音声の記録があ
れば百年後まで研究が可能です。民
俗学的手法を使って、フィールド
ワークで調査したものを保存するや
り方もあります。伝統文化を研究す
る手法を活用しながら、同時代の文
化を見ていくと、新たな何かが見え
てくるかもしれません。

今は注目されていないものも、百年
後に残っていれば大いに意味のある
資料となる可能性があるのです。そ
のため、このコースでは、文化資源
の収集、分析整理の方法を学ぶこと
だけでなく、対象を「客観的に引い
て見る」視点も非常に重要になると
考えています。そして、文学部の普
遍的テーマである人間とはどういう
存在なのかという問いへの答え、そ
のテーマを考えることにつながるの
ではないかと思います。

→NPO法人熊本マ

ンガミュージアム
プロジェクトと連携
して収集・保存し
ているマンガ収蔵
庫。全国から希少
本も寄贈されてい
る。

→コースの新設を機に、

２０１９年６月に熊本大学
で開催された日本マンガ
学会第１９回大会のチラ
シ。一般市民も参加可能
で、多くの地元メディアに
も取り上げられた。

→インドの伝統

儀礼での食事
の支度。５００年
受け継がれた
文化やコミュニ
ティー言語も危
機に瀕している。
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